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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 八戸市長選挙期日前投票を実施します。25日～29日の間に、八戸市民の方は投票に行ってください。12:30病院前よりマイクロバス・15:00南山苑前より南苑のデイバスが出ます。12:30からの投票に行く場合は、休憩出の未打刻届を提出してください。

· 人がいない場所は暖房を切るようにしてください。

· 11月1日より看護師 菅陽子さんが入職します。11月2・4日は事務研修を行い、その後病棟にローテーションで入ります。

· 11月1日症例検討会があります。

· 医療点検での指摘事項

感染・非感染両方のボックスに一般のゴミが入っていました。又、感染のボックスの上にゴミや紙袋が置いてありました。感染・非感染ボックスの袋は各7000円かかります。コスト意識を持つことと、感染・非感染と一般のゴミについての区別をつけましょう。

感染…体液が付着したもの、鋭利なもの。

非感染…医療用の薬品や点滴のパック・チューブ、軟膏の殻・軟膏処置後の手袋等。

一般…医療用のパッケージは体液の汚染がなければ一般のゴミとして処理。

· 田中清様の家族より

本人が売店で洗濯洗剤を買おうとした際には、買わせないようにしてください。

· 中村松五郎様

右膝関節の発赤・腫脹・疼痛があり、本日サマセフ（250）3C・ヨウフェナック（25）3Tアスモロール処方になっています。右膝関節部X-P検査・採血（末血）実施します。検査結果を明日三上先生に報告してください。

· 藤田金弘様

BBオイラックス軟膏100g処方になっています。

＜心理検査（MMS・HDS-R）実施報告＞

· 奥利うめ様

現在の年齢を問うと「80なんぼだ」と話しています。その後、日付等、何を聞いても「80なんぼだ」と話し、質問の内容が理解できない状態の為、検査中止しています。

· 小山正好様

「偉い人に今月いっぱいで退院だと言われた」と話しています。退院時には歩いて帰れない為、毎日妻に電話しなければならないと話しています。今後、電話要求等が頻回にあるかもしれません。

＊心理検査の詳細については、後日報告します。

＜事故についての対策＞

10月21日Cユニットの爪切りが紛失し、翌日患者様が爪切りを持っていたことが発覚。危険物の管理について話し合っています。

・事故の原因として考えられる事

1 患者様がスタッフオフィスに侵入し、自分で爪切りを持ち出した。

対策→スタッフオフィスから離れる時は必ず鍵をかける。

2 スタッフが患者様に爪切りを貸していて、返してもらうのを忘れた。

対策→危険物貸し出し表を作り、誰が何を使っているのか、回収したのかを確認。

・その他事故防止の対策

· 危険物を入れる容器の検討→蓋付きの物等を使用し、中身が見えないようにする

· 危険物の数を減らす→爪切りはAユニット1個・Bユニット1個・C.Dユニット1個とする

· 現在夕食後の口腔ケアはCユニットのスタッフオフィスで行っていたが、食事にもスタッフがつく為、Cユニットでは食堂から遠く、患者様に充分目がとどかない。食事後の口腔ケアは、Ｄスタッフオフィスで行う事とする。終了後、テレビを見る患者様はCユニットへ移動してもらい、危険物等も職員が主に仕事をすることになるCユニットへ移動する。DユニットからCユニットへ危険物を移動した時点で、再度中身の確認を行う。以上で実施してみて問題がある様であれば、再度検討する事とする。

